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大規模ゲーム開発を
支えるデータ分析・可
視化基盤の構築
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高本 真宏

株式会社  カプコン

CS 第二開発統括

システム基盤部

ソリューション開発室

2018 年サーバー エンジニアとして、株式
会社カプコン入社。 

各種タイトルのサーバー エンジニアや
データ分析基盤構築の担当を経て、現在
はデータや AI/ML の活用を軸とした、開
発や 品質保証 (QA) の効率化業務にエ
ンジニア、PM として従事。
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所属プロジェクトについて
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01. 課題とその背景
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近年のゲーム開発は非常に大規模な

プロジェクトです。

そのため、開発の現場において状況を

正しく、客観的に把握するために、

データによる可視化が必要になってき

ます。

ゲーム開発は大規模化している
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開発データ収集における課題

ゲームサーバーを持たないため、サーバーとの

通信は基本的に行っていない。
オンライン要素

がないタイトル

テストプレイ用の機材は、QA 繁忙期には  1 タ
イトル数十台規模の台数に。

大量のテストプ

レイ機材

ユーザーサポート目的のログであれば多くの

場合で収集の仕組みがあるが、開発状況の

把握には適さない。

サポート用途の

ログは...?
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集計や可視化における課題

表計算ソフトによる集計
※画面はイメージです

BI ツールによる集計
※画面はイメージです
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● データの入力やまとめに時間がかか

る

● セル上に埋め込まれた計算式のメン

テナンスが大変

● 関係者への共有の仕方やバージョン

管理など、運用上の取り回し

表計算ソフトでの集計

※画面はイメージです
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BI ツールでの集計

※画面はイメージです

● SQL 等、問い合わせ言語の知識が必
要

● 高機能なゆえに使いこなすのに一定
のスキルが必要

● 汎用的なシステムなので痒いところに
手が届きにくい
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データの活用が限定的な状態

従来の方法では、そういった課題があり、特に導入や運用のハード
ルやコストが高かった。

そのため、データ活用自体は行っていても、一過性のものだったり
限定的なものだった。
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02. 解決策
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開発や  QA の現場でもデータの活用ニーズはある

大規模化しているゲーム開発・  QA において、客観的かつ俯瞰的に

状況把握するため。

そして、それは一過性の取り組みではなく、継続的なものにしたい。



Proprietary

014Google Cloud Next Tokyo 

行った取り組み

データを集める

タイトル問わず、共通した方法で、

データを収集するための基盤を構

築。

データを可視化する

収集したデータを手軽に可視化で

きる基盤。

そして、共通利用だけでなく、様々

な現場のニーズに答えられる用途

別の専用アプリケーション。

データを活用する

データ分析の専門家でなくても、容

易にデータから意味を読み解くこと

ができる仕組み。
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データを集める

データを集めるにもログの送信を仕込んだ

り、一定のコストがかかる。

極力シンプルかつ統一的な方法で実現。
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大きく分けて 2 つ。

汎用的で誰でも GUI で可視化できる

仕組み。

特定の用途に応じた専用の仕組み。

データを可視化する
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「データ分析の専門家でなくても、デー

タ活用できる」ように、状況判断や意思

決定ができる情報に落とし込む。

データを活用する
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全体イメージと主要プロダクト

Developers and QAs

Overall view

Test Play Data

Development Data

Google Kubernetes
Engine

BigQuery

Vertex AI

データを集める

データを可視化する

データを活用する
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アーキテクチャ
Architecture: Capcom Development Data PlaŴorm

Developers and QAs

Test Play Data

Development Data

Data Collection

Data Analytics

Data Visualization

Cloud
DNS

Cloud Run

Google 
Kubernetes
Engine

Vertex AI

Network Edge

Application DB

Memorystore

BigQuery

Cloud
SQL

Cloud 
Armor

Cloud Load
Balancing

Cloud 
Armor

Cloud Load
Balancing

Security & Operations

Security 
Command 
Center
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データ収集部分

BigQueryAPI Server
Cloud Run

Cloud
DNS

Cloud 
Armor

Cloud Load
BalancingDevelopment Data

Test Play Data

社内のみで発生するデータとはいえ膨大なデータ量となるため、BigQuery を選択。

そして、API サーバーは構築や運用の手間を少なくするため、Cloud Run を選択。
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データ可視化基盤

BigQuery

Developers and QAs

Cloud
DNS

Cloud 
Armor

Cloud Load
Balancing

Apps
Google Kubernetes
Engine

Memorystore

Cloud
SQL

様々なアプリケーションを柔軟に運用したい。

運用の手間を少なくするため、Google Kubernetes Engine (GKE) を採用。
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データベースについての補足

アプリケーションの要件に応じて

CloudSQL や Memorystore も使用し

ています。

Cloud SQL Memorystore
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アプリケーションの例
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GUI によりセルフサービスで簡単なグラフが作成できる。

汎用アプリケーション
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専用アプリケーション
目的に特化した専用アプリケーション群
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全てのゲーム中の要素が偏りなく

チェックを通っていることを確認する目

的のアプリケーション。

実績を集計し、既定値以下の項目を分

かりやすく表示。

テストが不十分な箇所を特定、計画の

修正などに活かす。

専用アプリケーションの一例
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集計結果のレポート生成
集計結果をレポートから大まかな傾向を掴む

LLM のモデルは

Gemini 2.0 Flash を使用。

100 万トークンの入力が可能、数

学にも強い、ということで、データ

の集計結果からレポートを生成す

る、ということも容易に実現。



Proprietary

028Google Cloud Next Tokyo 

レポート生成と質疑応答の内部構成

 
① 定期的にデータ集計と
レポート生成

② レポート生成
保存しておく③レポートを表示

⑤ レポートと質問文を、Gemini に渡して回答を生成

Cron Job

  
Gemini

Application

Data & Reports
Developers 
and QAs

 

④ レポートに対する質問
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マークダウン形式

マークダウン形式で、構造化して

指示する。

フォーマット指定

入出力データのフォーマットを指

定。具体例も記載。

ペルソナ設定

レポートを誰に対して提出する立

場なのか、ペルソナを設定する。

プロンプトで工夫した点
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03. 運用のポイント
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活用に至ったポイント

● フルマネージド サービスを活用し、運

用構築に割く時間を最低限にできたこ

と

● その分現場のニーズをヒアリングし、

目的に応じたサービスを開発すること

に注力てきたこと

● アプリ部分は内製化し、小回りの効く

運用ができたこと



Proprietary

032Google Cloud Next Tokyo 

ヒアリング  
利用者の要望を、定例
ミーティングなどでヒアリ
ング。

要望の実装  
追加要望があった機能
の検討、実装。

機能リリース  
追加機能のリリース。

ヒアリング  
追加機能の使用感、新
たな要望などのヒアリン
グ。

開発スプリント

繰り返し...
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04. 今後の展望
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レポート生成やチャット機能の強化
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MCP サーバー対応

出典：https://fastapi.tiangolo.com/ja/ 出典：https://github.com/tadata-org/fastapi_mcp

下記の OSS を利用する場合の例

● API サーバーに、FastAPI
● MCP サーバー化に、FastAPI-MCP
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MCP サーバー対応

最低限、追加するコードはこれだけ
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MCP クライアント

出典：https://discuss.ai.google.dev/

出典
：https://ai.google.dev/gemini-api/docs/function-calling?hl=ja&example=weather#model_context_protocol_mcp

Gemini API SDK を使用
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MCP クライアント

最小限のサンプルコード
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docstring を書く

LLM にとって API の
仕様理解に必要



Proprietary

040Google Cloud Next Tokyo 

補足のプロンプト

API 使用の精度を上げるため
補足の情報なども与える
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実行結果

LLM が自分で判断して、API をコール。
さらにプロンプトの情報から、API のパラメータも生成。
そして得られた結果を要約している。
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パラメータの確認

【プロンプト】
開発チームの手動プレイによる、オプションチェックの集計結果をまとめてくださ
い。対象日は 2025 / 5 / 26から 2025 / 5 / 30 までとしてください。

拡大

API 側で受け取ったパラメータのログ
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● 「昨日作成した」パッケージの動作は安定してる？

● 過去一週間で不具合の件数は「減少傾向」なのか？

● 「バージョン  ? ? ?」の「〇〇ステージ」の状況を知りたい

等々...

そして、そこから続けて質問をしていくことで

より深堀りした詳細な分析が可能に...

より柔軟なやり取りが可能に
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全ての情報へ統合的なアクセスが可能に
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05. まとめ
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1

3

2

まとめ

マネージド  サービスを活用し、迅速にアプリを構築。

LLM の活用により、専門家でなくてもデータから状況を読み取れるように。

今後、さらなる  AI の発展に期待。そして、さらにクリエイティブ領域の時間を

確保し、より面白いゲームを。


